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2 章で先行研究である取引・情報依存度の理論を紹介する。第 3 章では帝国データ
 2 
バンクの 2 次データに基づき、日本の自動車産業の取引依存度について分析と考察
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係性が強調される(余田 2011、23 ページ；高嶋 1998, 275 頁)。なぜなら、購買の意
思決定が組織的に行われることから、その意思決定プロセスを理解した戦略が必要




















第 4 章では、現地で実施した半構造化インタビュー調査を中心とする 1 次デー
タと独自に収集した 2 次的な資料に基づき、中国の軌道交通関連設備メーカー
Keyvia の事例分析を行う。第 5 章では、第 2 章の文献レビューから導かれた取引・
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(高嶋・南 2006、61 頁)。 
 
出所) 高嶋・南(2006), 61 頁。 
図 1 販売依存度と購買依存度の関係 
  
たとえば、図 1 のように販売企業 A 社と顧客企業 Q 社が存在すると仮定する。
A 社は顧客企業 Q 社との取引が最も多い。したがって、A 社の Q 社に対する販売
依存度は高い。一方、顧客企業 Q 社は A 社から最も多く仕入れている。したがっ
 8 
て、仕入れ額だけで考えれば、購買依存度は高い。ところが実は、Q 社は A 社で
はなく B 社や C 社から代替的に仕入れることができる状況であったとする。この
場合には、Q 社の購買依存度は低くなり、したがって、A 社の販売依存度だけが高
いことになる。その結果、顧客企業 Q 社は販売企業 A 社に対して強い交渉力を持















 前項で述べた取引・情報依存度が企業にとって重要な理由は、主として次の 3 点
で要約できる。すなわち取引条件の悪化、経営の不安定化、そして情報流出リスク







































出所) 高嶋・南(2006)、69 頁。 




























になる(高嶋・南 2006, 67-69 頁)。 
 
第二項 営業活動における依存スパイラル 






































第 3 章 日本の自動車部品業界に関する分析と考察 
  
第一節 完成車メーカーと 1 次サプライヤーの依存度 
 
本章では、帝国データバンクの資料を 2 次データとして用い、日本の自動車部品
業界に関する考察を行う。まず図 3 は日本の大手完成車メーカーの取引する 1 次





社(以下、ダイハツ)の 8 社である。 






産台数は 10,195,536 台であった。その後、自動車の生産台数増え続けたが、2009 年
に 7,934,057 台と落ち込んだ。これは前年の 68.5%に相当する大幅にダウンであっ












図 3 自動車大手メーカー8 社の 1 次サプライヤー数の推移 
 
第二節 完成車メーカーと 2 次サプライヤーの依存度 
 
次に、図 4 は大手完成車メーカーの 2 次サプライヤー(図中は tier2 と表示)の企







がある。この 2 つの状況を考え合わせると、1 次サプライヤーの取引における優位
性が高まり、価格交渉力が強くなっていることが予測される。 
 
 出所) 帝国データバンク(2013)「我が国自動車産業の取引構造に関する調査」。 
図 4 自動車大手メーカー8 社の 2 次サプライヤー数の推移 
 
第三節 完成車メーカーと 3 次サプライヤーの依存度 









図 5 自動車大手メーカー8 社の 3 次サプライヤー数の推移 
 
















読み取れるもっとも古いデータが 1993 年、最新データが 2012 年であるため、1990
年代までと 2010 年以降の 2 時点で比較することにした。  
 
表 1 サプライヤーの企業数の変化とパワーの変動 
企業群 





完成車メーカー → ↑ → ↘ 
1 次サプライヤ
ー 
→ ↗ ↘ ↑ 
2 次サプライヤ
ー 
→ ↘ ↗ ↘ 
3 次サプライヤ
ー 
→ ↓ ↗ ↘ 
出所)筆者作成。 
 
 表 1 からわかるように、1990 年代までは、完成車メーカーのパワーが圧倒的に
















































Keyvia は中国の鉄道のうち、おもに軌道交通関連設備の B2B メーカーである。
本稿で Keyvia について研究する理由は、同社にまさにそういった依存問題が潜在
しており、数多くのステークホルダーから指摘されているためである。 







ている。インタビュー調査は 2016 年 10 月に中国にある凱発電気(Keyvia)の本社を
訪問し、経営幹部 3 名を対象に、半構造化深層インタビュー調査を実施した。 
インタビューの実施に当たっては、まず広報部門の責任者にコンタクトを取った。
取材対象者とアポイントを取り、訪問する前に、あらかじめ過去と現在の Keyvia






























道の建設が進んでおり、中国政府は 2020 年までに総延長 16,000km の高速鉄道網
の整備を予定している。この中長期鉄道網計画に基づき、2009 年から 2012 年まで
の 3 年間に毎年 6000 億元(約 8 兆円)以上を投資した2。2020 年までには総計約 5 兆
元(約 65 兆円)以上の投資が計画されている。 
 中国では、長距離輸送・移動において最も多く用いられるのが鉄道である。鉄道
事業は，1949 年 10 月の建国時に設置された鉄道部以来，国務院の鉄道部によって
運営されてきたが、2013 年 3 月 14 日、全国人民代表大会での承認を経て設立され
た国有企業の中国鉄路総公司に移管された。2015 年末には、鉄道の総営業距離は
121,000km に達し3、規模ではアメリカに次ぎ、世界第 2 位といわれている。 
                                                        
2 国土交通省ホームページ http://www.mlit.go.jp/kokusai/kokusai_tk1_000089.html 





省や特別行政区に広がっている(図 6)。また 2015 年の時点で、貨車 72.3 万両、客




年、 各都市の地下鉄やモノレールなどの成長が目覚ましい。2016 年現在、43 の都
市でおよそ総営業距離 8,600 キロの建設が計画されている。そのうち、2015 年まで
にはすでに 3,400 キロの路線が運営され、年度投資総額はすでに 3000 億元までに
上っている5。 
                                                        
01/17/content_37595624.html 
4 2015 年铁道统计公报  
http://www.moc.gov.cn/tongjishuju/tielu/201603/t20160314_1999755.html 




出所) Wikipedia  URL: https://ja.wikipedia.org/wiki/中華人民共和国の高速鉄道 
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元々鉄道部に属していたが、2000 年の中国鉄道改革や 2013 年の鉄道部廃止の影響
によって鉄道部から分離され、中国鉄建と中国中鉄となった。この 2 つの大企業が
































































































































































































出所) 2011 年から 2015 年度までの財務レポートを参考に筆者作成。 
図 9 Keyvia の業績 
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
売上高 24500 28000 29600 34200 42400
営業利益 6371 6920 7369 7542 7451
純利益 6099 6640 6855 7395 7052
営業利益率 26.0% 24.7% 24.9% 22.1% 17.6%


















































 このように考えた結果、同社は2009年にドイツのBalfour Beatty Railと共同出資し、天津
に新たな企業である天津BBを設立した。天津BBは、後に鉄道や地下鉄などに多く採用され
た直流スイッチカビネットが主流製品としている。また2015年6月には、チェコのAlfa 







































































セグメンテーション 売上高 営業コスト 粗利益 粗利益率 
給電配置オートメーションシステム 12,700 4,615 8,118 63.76% 
総合オートメーションシステム 9,563 3,875 5,688 59.48% 
技術コンサルティングサービス他 9,221 7,767 1,454 15.77% 
総合モニタリングシステム 6,664 4,797 1,867 28.02% 
総合安全防止システム 2,793 1,689 1,104 39.52% 
他 793 711 82 10.32% 
軌道交通給電検測装備 585 382 203 34.70% 


















































年 販売先 金額 売上高比率 営業利益 
2014年1−6月 
中国中鉄 9333.84 61.07% 
3444.60 
(中鉄電気化局社) 8561.34 56.02% 
同方泰德国际 3296.01 21.57% 
中国鉄建 1018.43 6.66% 
通号工程局(社) 571.14 3.74% 
北京鉄路局 115.08 0.75% 
合計 14334.50 93.79% 
2013年 
中国中鉄 17793.78 60.64% 
7368.66 
(中鉄電気化局社) 16905.81 57.61% 
中国鉄建 3295.10 11.23% 
長沙市軌道交通 1382.98 4.71% 
交大許継 1006.71 3.43% 
北京鉄路局 664.74 2.27% 
合計 24143.31 82.28% 
2012年 
中国中鉄 16469.53 59.40% 
6920.12 
(中鉄電気化局社) 16425.58 59.24% 
中国鉄建 2520.28 9.09% 
蘇州軌道交通 1880.11 6.78% 
交大光芒 1076.24 3.88% 
朔黄铁路発展(社) 755.39 2.72% 
合計 22701.55 81.87% 
2011年 
中国中鉄 19403.91 80.23% 
6371.22 
(中鉄電気化局社) 19200.90 79.39% 
中国鉄建 1394.08 5.76% 
成都鉄路局 608.85 2.52% 
瀋陽鉄路局 418.16 1.73% 
太原鉄路局 373.90 1.55% 
合計 22198.90 91.79% 
注) 単位：万元 
 35 
























































































































































































































































































































一般社団法人 日本自動車工業会 四輪車生産台数 http://www.jama.or.jp/ 













发 改 委 : 我 国 城 市 轨 道 交 通 已 通 车 3400 公 里  年 投 资 3000 亿 元 
http://finance.china.com.cn/news/20160908/3897764.shtml 
John Scales=Jitendra Sondhi=Paul Amos(2012)「中国铁路:快速而专注的建设经验」『交通运
输专题系列』世界银行驻华代表处 3頁 
 46 
王丽秋＝王 蕾 (2012)「铁路供电自动化设备市场分析与预测」中国鉄路 
〚凯发电气招股说明书〛2014年 177頁 
李玉峰 睿工业MIR「中国轨道交通自动化市场分析」『电气时代〛封面报道2010年第四期  




4期 2006年 10月 
黄乃勇「铁路电气化与能源」铁道部科学技术情报研究所 1985年 2月 





Gujun Zhuang,Nan Zhou 2004 “The relationship between power and dependence in 
marketing channels”, Eouropean Journal of Marketing, Vol. 38 Iss 5/6 pp.675-693 
「Balfour Beatty Annual Report and Accounts 2015」(2015) balfourbeatty.com/AR2015 
 
 
 
 
